
有識者取材

チカ�×チカ�アイドル
 ∼地下アイドルの実態を覗いてみませんか？∼ 

Chika (underground) × Chika (close) idol
~Would you like to understand the real situation of chika idol?~

地下アイドルの定義

※今回の取材における便宜上の定義です

予備知識
・「地下アイドル」と言われている人々で自認をしている人
は一部であり、あくまで他者（世間）が定義づけたものだと
いうこと

・「地上」アイドルになりたいと思っているが、活動の規模
感から地下と捉えられてしまっているアイドルは、一般的に
「ライブアイドル」と呼ばれている

　｢オタク｣が蔑称になった原因: 1989年の宮崎勤事件
社会的に｢オタク｣は犯罪者予備軍であるというイメージがつく

↓
2010年 BiS「新生アイドル研究会」の誕生
既存の地下アイドルの枠を超えた活動を展開

アイドル⇆オタク
風通しの良い雰囲気が形成される

地下アイドルの誕生

Q1. 地下アイドルの特徴は何ですか？

メジャーにはないファンとの近さ。知名度よりも熱量が重視
されている。昔は「アイドル＝職業」と考えられていたが、
今は様々なモチベーションでアイドルをやっている。その一
例が、「かわいいと言われたい」という承認欲求である。

Q2. 地下アイドルはどんなビジネスモデルですか？

ジャニーズ等の男性アイドルは「ファンクラブ会員」による
サブスクモデル。一方、AKB48等の女性アイドルは「グッズ
販売モデル」である。地下アイドルは、後者の『グッズ販売
モデル』に該当し、単価の低いチェキや投げ銭等が収入の基
盤となる。

Q3. なぜ地下アイドルは過激化するんですか？

資格など必要としないため、誰でも地下アイドルになれてし
まう。だからプロレベルに達していない低質の地下アイドル
が出てきてしまう。過激化の根底は質の低さである。

Q1.なぜ杜撰な運営体制なのですか？

社長一人で運営する事務所があったり、組織自体が確立していないとこ
ろが多い。なかには、音楽が好きなどの理由で、社会人マナーや経営ノ
ウハウを知らないままアイドル運営を始める人もいる。そのため、セク
ハラ・パワハラやコンプライアンスを守らないケースが増える。そのほ
か、低賃金といった問題については、地下アイドルの負担を大きくしな
いと儲けられないという理由もあると思う。

Q2. 事務所の中には地下アイドルに不利な契約を結ぶことも
ありますが、なぜそれが成り立つのですか？

契約を結ぶときに、確認する時間が設けられないこともある。また、契
約自体も一般人同士のものであるため、それを監視することも難しい。

Q3.地下アイドル・運営が抱える問題と日本社会が抱える問
題を教えてください。

日本社会が抱える「自己責任論」や「やりがい搾取」といった問題と似
た部分はある。地下アイドルは、「やりがいのある仕事だから、低賃金
でも仕方がない」、「好きなことをするため、売れるためには、我慢し
ないといけない」と考える。

深井　剛志
旬報法律事務所所属

地下アイドルの契約を巡る事件を数多く担当

植田　康孝
　江戸川大学 マス・コミュニケーション学科教授

-まとめ-

①　地下アイドル業界における、過激化といった諸問題の根源には
　　アイドル側•オタク側共にモチベーションやきっかけ、目的に
　　大きな差があることが考えられる

②　「アイドル」という存在もコロナなどの社会情勢を経て、
　　　在り方が変わってきている

③　アイドルがより「近く」「親しみやすい」存在になっていると同時に、　
　　運営の杜撰さや、管理の難しさが露呈している

運営やアイドルといった職業が、誰でも簡単に参戦できるように
なったことで プロフェッショナリズムの崩壊 が起きている

①組織の基盤が整っていない

・経営の知識なしで始められる
・給料の管理が曖昧
　

②事務所とのトラブルが解決できない
　　　　　
　　　　　　・契約書を結ぶことなくグループに加入　
　　　　　　・契約書を確認する時間が十分に与えられない
　　　　　　・業界独自の経営体制が慣習化
　　　　　　　　→弁護士を通しても応じてもらえず

③未成年がアイドルをしている現状

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　

なぜ？

過激派ファン

　

　　・地上デビューを目座す
　　・アイドルを生業に

　　・大きいライブ会場を
　　　目指す
　　・在学中は本気で取組む
　　　→卒業後は就職

　　・バイト感覚
　　・練習やビラ配り不参加

正統派
・年齢層高め
・ライブパフォーマンス重視
・同系統のアイド ルを推す
・長期的に追い続ける
・狭いコミュニティ
（みんな顔見知り）

過激派
・ピンチケが多い
　※特に若いアイドル

・興味本位で飛び入り参加
・ライブ≪特典会チェキ会

界�の違うアイドルと対バンするとトラブルが起きる

午後10時以降も活動

バック率平均
20〜30%

≒ 特典会 の売り上げ

ーーーーーーーーーーーーー　関連問題　ーーーーーーーーーーーーー

元アイドルファ
ンロリコン

ただの音楽好き

給与明細は無くていいか

事件簿#3
マネージャー(30代）とメンバーの1人（10代）が付き合い、

グループの全報酬を持ち逃げ
→報酬は、美容整形代や2人の旅行代に...!!

運営業界で慣習化した経営体制と未成年アイドルの存在

・労働に対する知識がない

業界でのトラブルに
対して無知

・周りの大人に
信頼感を持ち易い

・未成年や女性が
甘くみられる業界

⚠労働基準法無視

①給与制度
地下アイドルの

収入源
※

活動の比重
ライブ＜特典会やライブ配信、SNS活動

③オタクの住み分け問題

過激だと
儲かるな…

お触り禁止ね！

はい！

②ルールの曖昧さ
事務所やアイドルの判断でルールが異なる
性別の違いによる遵守度

1.
2.

…

ハグしても良いですか？

ーーーーーーーーーーーーー　関連問題　ーーーーーーーーーーーーー

※特典会とはチェキ会や握手会などを指す。

“アイドル”の活動として、レッスン・ライブよりも
チェキ会・特典会に注力している現状

なかには、風営法に抵触する可能性のある特典会まで...

事件簿#2

アイドルの枠組みを超えた活動と過激チェキ会

過激な活動に反対する人の目がないから
アイドルもファンもより過激に！！

男性ファン 女性ファン

ーーーーーーーーーーーーー　関連問題　ーーーーーーーーーーーーー

ピンチケとは...
自分の推ししか見ないファンと�嘩を
始めるなどマナーが悪いファンのこと

ファンアイドル
①アイドル・オタクの住み分け問題

②未対応の運営
トラブルが起きた際に対応してくれるスタッフがいない
→未解決のまま悪化していく

モチベーション

高

低
モチベーションと界�が一致

事件簿#1

市場拡大の難しさ

運営

アイドル

どんなテーマやりたい??

闇を暴きたい!

指キス..やばいね
地下アイドルってそんな過激なんや

地下アイドルの過激なやつ 
Youtubeで見たことある

動画視聴中...

20代女性 ： アイドルとファンが繋がってそう
20代男性 ： 炎上しがち　・売れる前の原石
30代男性 ： お金稼ぎのための活動
40代女性  :  売れてなさそう

地下アイドルのイメージ
アンケート結果

研究背景 地下アイドルの歴史

アイドル史

アイドル神格化時代 新時代

1970 1980 現在
若年層向けのタレント

(松田聖子など)
AKBの出現

歌って踊れるアイドル
清純派歌手 アイドルの

テレビ露出が減少

1980後半 2005

ライブがアイドルとのコミュニケーショ
ンの場という認知が世間に広まる

SNSの発達で
アイドルがより身近に

有識者まとめ アイドル取材まとめ

⽩⼾ゼミ�
⚠チーム・アングラ⚠
⚠team・angura⚠
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地下アイドルの誕生

世間のオタクイメージの変遷

そのイメージ... 本当に正しいのだろうか？

写真：旬報法律事務所HP 弁護士紹介より写真：江戸川大学HP 教員紹介より

1. Zeppでの単独ライブを行ったことがない
2. チェキ撮影や握手会を主な収入源としている
3. 自己認知は問わない

・ライブハウスの外でのファン同士のトラブルー①
・メンバー間でもモチベーションや目指す目標が異なる―①
・アイドルとのトラブルをSNSで発信→炎上商法―①
・一部の過激な層が地下アイドルイメージを悪化させる―①

・コロナ禍ではライブの収入がゼロに―①
・チェキの売り上げで給料が決まるため、過激化する―①
・プライベートの時間を使って、SNS対応をする―①
・チェキ会でのルール説明がないグループがある―②

・税金を支払っていないー①
・契約書がないため勝手にやめて音信不通になるアイドルがいるー②
・未成年アイドルの長時間拘束ー③
・ファンからのプレゼントを事務所チェックなしで使用ー③


